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心理ストレスと対処行動に関する比較文化的研究の展望

嘉数朝子＊井上厚＊＊當山りえ＊＊＊
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要約

本論は、心理ストレスと対処行動に関する比較文化的研究の文献検索システムPsycLITを用いて論文概要

を展望したものである。整理の観点としてA1dwin（1994）が挙げるつぎの４点、①ストレヅサーのタイプ、

②ストレスフル度の査定、③対処方略の選択、④文化が提供する社会的資源を使って個々に比較考察した。最

後に沖縄県における心理ストレスと対処行動の研究にむけて、環境要因や個人内要因の点から検討した。

１．はじめに 現在）には3729編に上っている。

心理ストレスについての比較文化的研究は、文

献検索システムPsycLITを用いて論文数を求め

ると、表１に示されるように80年代後半から登場

し90年代に増加している。

下位領域には二重文化や異文化適応、文化とパ

ーソナリティ、仕事、戦争・暴力などがある。対

象ときれた国は米国、メキシコ、プエルトリコ、

本論は、心理ストレスと対処行動に関する比較

文化的研究の概要を展望したものである。布施・

小杉（1996）によれば心理ストレスと対処行動に

関する研究の歴史は過去30年に遡り、1967年には

既に登場している。彼らによれば、1970年代には

688編、1980年代には3023編、1990年代（1994年

表１STRESSCOPING,CULTUREで、1970～現在までPsycLITで検索した結果

注）年令の略記：不＝不明、老＝老人、成＝成人、青＝青年、大＝大学生、子＝子供

琉球大学教育学部＊聖カタリナ女子大学社会福祉学部＊＊琉球大学非常勤講師＊＊＊
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二文化併存 異文化 人格・対処のタイプ､仕事 戦争 民力

(子供･妻･老人）

ｱﾙｺｰﾙ

依存

人格・対処タイプ 展望 計
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成１

０ 0 0 0 １

成１

０ ４

1970-1974 0 ０ 0 010 0 0 ０ ０ 0



琉球大学教育学部紀要第52集

アイルランド、イスラエル、東西ドイツ、オース

トラリア、台湾、中国、インド、日本などであっ

た。対象者は老人、成人、大学生、思春期、児童

と生涯発達の全過程にわたっている。

ての心理学的研究では社会文化的影響を軽視しが

ちであった。

3．近年増加した理由：多文化カウンセリン

グの需要の拡大

2．文化人類学からの批判：比較文化的研究

が少なかった理由 Slavinetal（1991）は、研究の増加の理由とし

て、異文化間の移動が多くなり、カウンセリング

においても文化の問題を抜きにしては治療効果を

あげることができなくなったことをあげている。

図１に彼のモデルを示す。図１の上半分はLaza‐

rｕｓ＆Folkman（1984）のストレス対処のプロセ

スモデルで、下半分に文化の次元が追加きれてい

る。

心理的ストレスおよび対処行動に関する研究に

対する文化人類学からの批判として、文化人類学

者は対処行動は主として個人の属する文化の関数

として考えるのに対し、心理学では対処行動は個

人の人格や社会的文脈の関数として考えがちとい

うことが挙げられる。

Lazarus＆Folkman（1984,8章個人と社会）

においても、個人の適応とストレス対処行動の関

係において社会・文化の重要性については指摘さ

れていた。彼らは、社会階層や性、年齢などによ

る対処行動の違いについて実証的な成果を紹介

し、社会的支援や社会的変化についても言及して

いた。しかし、この段階では、ストレスおよび対

処行動における社会・文化的影響の重要性は認識

されているものの、組織だった研究とはいえない

という印象であった。特に文化を独立変数として

扱った研究は少なく、ストレスと対処行動につい

4．Aldwin（1994）の分類

検索した文献を整理する視点としてAldwin

（1994）を参考にした。彼女は、文化がストレス

および対処過程に影響する面として、次の４つを

挙げている。

①ストレヅサーのタイプ

②ストレスフル度の評価

③対処方略の選択

④文化が提供する社会的資源

／ 、 ／ ､ ／
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図１ストレス過程の多文化モデルの提唱
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彼女は、ストレスと対処行動と適応に関する社

会文化的モデル（図２参照）を提案し、次のよう

に主張している。文化的要求と資源は、状況的要
求と個人的資源の両方に影響し、交互にストレス

の評価に影響する。さらに、文化的信念や価値は、

個人の信念や価値に対してだけでなく他者の反応

にも影響し、ストレスの査定にも影響する。

この項では､彼女の上述の４つの側面について、

関連する研究を紹介していこう。

える教育期待などの圧力はそれだけ弱まるから、
競争も緩やかになる。タヒチやミクロネシアなど

の南洋諸島が、easyな文化の例である。

医学的研究においてHolmes＆Ｒａhｅ（1967）の

生活変化尺度以来、ライフイベントは多くの国で

比較検討されている（宗像､1991)。先進国の中で

は、ライフイベントの重要度は驚くほど共通して

いたという。これらの研究対象のほとんどは成人

で、子供を対象としたものは少ない。

嘉数・井上・中澤・當山・島袋（1997）は児童

のストレスフル・ライフイベントとソーシャル・

サポートについて、小学校３年生と５年生を対象

として沖縄県と千葉県との比較研究を行った。主

な結果は以下の通りであった。イベントの体験総

数では沖縄県のほうが多かった。項目ごとにどち

らの地域の体験率が多いかを比較したところ、多

くの項目で地域差が顕著であり、沖縄県のほうが

体験率の高い項目が多く、否定的な項目（父親の

単身赴任、成績が下がったなど）も多かった。ソ

ーシャル・サポートとは、両親、兄弟、友人、先

生などのサポート源から、情緒的サポート（なぐ

さめてくれる、喜んでくれる）や知的サポート（手

伝ってくれる、どうすればいいか教えてくれる）
などの援助を受ける量のことであるが、情緒的サ

ポートは沖縄県の子どもが千葉県の子どもよりも

多く受けており、サポート源別では沖縄県の子ど

もが兄弟からのサポートを受ける量が多かった。

②ストレスフル度の評価

普遍的なイベントでもストレスフル度の評価が

文化によって違うことがある。例えば、若者（特

に娘）の性行為に対する許容度も、厳しい文化と

寛容な文化がある。厳しい文化の例はエジプトな

どの国で、死をもって償わせることすらある。寛

容な文化の例はタヒチなどがある。

障害児が生まれたことに対する解釈にも文化差

がある。例えば、事故（ノルウェー）と解釈する

か、神の罰（ボツワナ）と解釈するかによって、

障害児を持つ親の苦悩は変わってくる。親にとっ

て、後者はより困難な状況である。

Aldwinの引用した研究には文化人類学的研究

が多く、われわれの検索の結果でも心理的実証的

研究は少なかった。北村（1995）は、ライフイベ

ントのストレス度の評価は個人によって異なるの

Cln1u1pj

EIVOcA8

CuIlwDtbono18.
V⑪岨血乙

》ｓ 》 １
８

》誰RDacI烟TＢＯＩ

ＯＯｈＯｒ８ｉｎ

BHU■1陣､

ｍBＯＩ
Ｓ

８ｍ
Ｓ

lndn制mIbOIね!S・
VFO99⑭｡

CCpinO
EIIoo18

Sl1u21h■TE1

EIIDCIBAPpM3Dlol
gtf⑪空

３DＩＯ

８８8tォ
SItu■1℃ｎａｌ

ｄａｍ２ｎ全B､歯歯

Ｐ３'獺:rｕ

lnQ0vLduE1

copmg
m90u殖⑨＆

ｍ
ｐ
ｍ

ｌ
！

ldunl

lmp
CUllUrB

ａｎｄ『｡

ＢＩｄＯｍＰ屯旦IdOmPn■こ

こ型ｗＣｏＢ
PhysbloClCBI

EllDCl8ｕ9℃、己

図２ストレス、対処行動、適応の

社会文化的モデル（Aldwin,1994）

①ストレッサーのタイプ

標準的なライフイベントも文化によって異なる

ことはよく知られている。例えば、割礼のような

厳しい試練に耐え克服するような伝統的な通過儀

礼は、近代化された国ではあまりみられない。

一方、定年退職は現代の日本や欧米などでは人

生の出来事の中でも最も重大なイベントの１つと

いえるが、この歴史もさほど古いものではない。

第２次大戦以降の、比較的新しい制度であると

いってよい。

入学試験などは、日本や韓国などでは重要なラ

イフイベントであるが、そうでない社会もある。

何が重要さを決定するのであろうか。Arsenian＆

Arsenian（1948）はtoughvseasyな文化を区別し

ている。前者は目標の次元が制限（学業の成功、

物質的豊かさなど）されているので、競争が激化

しやすく、青年へ負荷される圧力は増加する。米

国や日本がこのtoughな文化の好例である。後者

は価値が多数（物質的豊かさ、結婚、政治的力、

精神的指導力など）存在する文化で、子どもに与

－１８７－
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対処行動についての研究領域では、痛みへの対

処（表現）における文化差の研究が多くなされて

いる。Zborowski（1952）は、痛みに対する人種

の差異に関する最初の研究を行った。イタリア人

やユダヤ人は痛みに対する反応をおおげさに表出

したが、アイルランド人は痛みをこらえ、情動表

出を最小限にしようとした。彼は、人種間の行動

的な差異は、明らかに、痛みの制御と情動表現の

受容性における文化的信念の違いであると結論づ

けている。

ｂ）文化と問題中心的対処

一般に、問題中心的対処はストレスフルな状況

を統制しようとする試みとして定義されるので、

Rotter（1966）以来、何百という統制と心理的適

応に関する研究がある。したがって統制やマスタ

リーに焦点づけた対処行動についての比較文化的

研究も多い。

・能動性ｖｓ受動性

Diaz-Guerrero（1979）は、メキシコの子ども

が米国の子ども（能動的）よりも、受け身で自分

を変化させる対処行動をとると報告している。米

国の子どもは、より積極的な対処行動に対して高

い評価を受けているという。

自己イメージ尺度を用いた国際比較研究で、

offer(1981)は､米国の青年がアイルランドやオー

ストラリアの若者よりも能動的な対処行動を示す

という。興味深いことに、イスラエルの若者が最

も能動的で、マスタリー志向であった。これらの

研究は人格検査から対処行動を推測したにすぎ

ず、直接に特定のストレスフルな状況で測定した

ものではなかった。

最近の対処行動とバーンアウト（燃えつき）と

の関連を検討した研究（Etzin＆Pilles,1986）で、

積極的対処を示すイスラエル人は非常にストレス

フルな専門職においてバーンアウトが少ないこと

に貢献していると結論している。

・その他の次元

前述の研究の中で取り上げられた統制の次元

は、西欧的分割法といえるもので、「外的ｖｓ内

的｣、「受動的ｖｓ能動的」などであった。

Reynolds（1976）はこれらの分割は単純すぎると

して、より複雑な見解を示唆している。彼は、好

ましい行為の方向性の内在する問題解決への「西

で、質問紙にたよるだけでなく、面接法によるべ

きであると主張している。

③対処方略の選択における社会文化的影響

・対処行動の定義

対処行動の定義は研究者によって様々である

が、Lazarus＆Folkman（1984）は「個人の資源

に負荷をかけたり、それを超越するような環境的

ないし内的要求や葛藤をなんとか処理するための

認知的・行動的努力」と定義している。彼らによ

れば、対処方略の選択は、各人がストレッサーに

対する認知的評価を行った後に、その評価に基づ

いて行われる。したがって、状況に対する認知的

評価が異なれば選択される対処方略も違ってく

る。

・対処行動の分類

Lazarus＆Folkman（1984）は対処行動を問題

中心的対処と情動中心的対処の２種に分類してい

る。前者はその状況で生じている問題を解決しよ

うとする試みで、後者はストレスフルな状況で喚

起された不快な情動を鎮め調整しようとする試み

のことである。

ここでは、この２種の対処行動と文化に関連し

た研究成果をみていこう。心理的ストレスと文化

に関する研究の中では、この領域が最も多い。こ

こでの研究成果を要約すると次のようになる。社

会文化的集団はストレッサーの起源についての共

通の信念だけでなく、対処手段〈情動中心、問題

中心）の適切さについての信念も共有している。

これらの信念は状況特殊的である。つまり、文化

によって適応的な対処方略が異なる。さらに所属

する文化と逆行した対処をしようとすると、たと

えそれが他では有効であってもストレスを増す。

多民族国家である米国では、二重文化や異文化適

応の研究が多い。二世などは２種の異なる対処方

略のレパートリーをもっており、相手により適宜

変えているという報告もある。

ａ）文化と情動中心的対処

ストレスに対する情緒的反応を表現するか統制

するかの次元も文化によって変化する。例えば悲

嘆の表現は米国では人前ではみせないものでプラ

イベートな場でのみ許されるのに対し、フィリピ

ンやその他の多くの国では、公けに表現すること

が許容される。

－１８８－
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したがって彼らの仮説は部分的にしか支持されな

かったことになるがこれから、状況的文脈によっ

て文化の影響が変化させられたことがわかる。

興味深いことに、二重文化を持つ個人（二世な

ど）は、２つの分離した対処レパートリーを持っ

ており、相手によって変えている。例えばKiefer

（1974）は、日系アメリカ人の二世が、問題状況

の相手が日系人か、他の文化のグループかによっ

て異なった行動のルールを使用することを見出し

た。

積極的で問題焦点型の対処を用いる個人の中で

も、直接的な行為のタイプの好みは文化によって

異なっている。Caplovitz（1979）は米国の様々

な人種の中での、インフレへの対処における文化

差を検討した。その結果、例えば、白人は生活費

を減らす対処をとるのに対し、黒人は安い品をさ

がす、スペイン系は家族や隣人と分け合うという

対処を好んだという。

要約すると、社会文化的集団はストレヅサーの

起源についての共通の信念だけでなく、対処手段

（情動中心、問題中心）の適切さについての信念

も生成している。これらの信念は状況特殊的であ

る．さらに一般的な文化と逆行した対処をしよう

とすると、たとえそれが他所では有効であっても

ストレスを増すことがある。

④文化が提供する社会的資源

多くの文化で問題解決や緊張低減のために文化

的・社会的制度や機関が提供されている｡例えば、

援助システムの例として葛藤解決のための法体系

の文化比較をしてみよう。欧米では量刑は裁判官

が決定するのに対し、メキシコやサウジアラビア

では原告も影響力を持つという。

また、それぞれの文化は儀式的なアドバイスを

提供する。宗教家、専門家（心理学者、ソーシャ

ルワーカー)、アルコール依存症の相互補助団体

などがアドバイスの提供者となる。「占い」も一

種のフォークカウンセラーであるといえる。

・Aldwinの要約

ストレスと対処についての心理学的研究では社

会文化的影響が無視されてきた。AIdwinは、文

化が個人が経験するストレッサーのタイプに影響

すること、また評価過程にも影響することを例証

した。さらに、ある文化では特定の対処行動が他

欧的ｖｓ東洋的解決」の次元のほうがより有用で

あると主張している。人間の現象的な真実とは人

の内的状態と客観的真実の産物である。西欧では

客観的真実を変える活動が受け入れられる。しか

し、東洋人が単に受け身であきらめが良いだけで

はないことを強調している。これらは単に方略的

なものであって、ある種の問題は間接的で内的に

操作したほうがよいこともあると述ぺている。

．「出来事の生起への責任性ｖｓ解決への責任性」

抑うつに対する学習性無力感理論を検証するな

かで、CoyneAldwin,Lazarus（1981）は、慢性

的うつ病者は、そうでない者よりも環境を変えよ

うとしないことを見出した。対照的に、抑うつ病

者は統制しにくい状況を受け入れにくく、制御で

きない状況を統制しようとする傾向があった。抑

うつ病者は、状況が統制しやすいかどうかを認知

する能力があきらかに低かった。したがって、物

事が上手くいかないことに対して、自分自身を恥

じるようになりがちである。運命（カルマなどと

よばれる）に対する文化的信念は、受け身になる

のを導くのではなく、過度の失敗や無力の感覚や

抑うつから個人を解放する目的もある。

個人が属する文化とは異なった対処方略は結果

的にストレスを大きくすることもある。台湾の

Hwang（1979）は、経済的地位が低い層は自己確
信が低く、運命論に特徴づけられた対処をするこ

とを見出した。社会的階層にかかわらず、伝統的

価値、協調的な対処方略を示す人はストレスフル

でなかった。一方、自己主張的で達成志向的な対

処をする者は、対人関係でのストレスや身体症状

も多かったという。Ｓｈｅｋ＆Cheun（1990）は、

文化が自己（対処の内的位置）に信頼をおく文化

と他者（対処の外的位置）により信頼をおく文化

の２種に分けられると主張している。

Kashima＆Traiand（1986）は、Heider（1958）

の古典的定義の「個人主義ｖｓ集団主義」の次元

を対処行動に応用した。彼らは、self-serving

bias（以下ssbと略記する）を、「人は成功を自分

自身に、失敗を他者に帰属する傾向」と定義し、

ssbは個人主義の文化でのみあてはまると予想し

た。彼らが日本人と米国人の大学生で実験したと

ころ、米国人は暖昧な事態でのみssbを示しし、

暖昧でない事態では両群は同じ帰属をしていた。
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のみがライフイベントによって有意に負の影響を

受けることが明らかになった。内的帰属者（以下

Ｉと略する）は自分の運命を単に外的な要因に

よって決定されるものとはみなさず、自分を外的

な環境を克服できる可能性があるものとしてみな

す。Ｅは、逆にライフイベントを負の結果を導く

ものとしてみる、なぜなら自分は強力な外圧に対

抗できないと考えるからである。どんな種類のラ

イフイベントがマスタリーの志向と結びついてい

るかはほとんど分かっていない。Lefcourtetal

（1981）は、過去に経験したストレッサーの影響

はＩの方では緩和されていたが、ＥもＩも、最近

経験したライフイベントによっては負の影響を受

けた。この結果は次のように解釈できる。負のラ

イフイベントはだれにとっても直後は衝撃を与え

る、しかし、個人差要因はどれくらい長くその有

害な影響が現れるかに影響するであろう。

・統制感の文化差

ドイツのMaxP1anck研究所のOettingenら

（1994）は、｜日東西ドイツの子どもの統制感を比

較研究し、明らかに両者に差異を見出している。

この差異は､両国が民族・文化を同じくしながら、

長期間にわたって異なる社会体制や教育システム

の下にあったことによると考察された。米国やロ

シアなどを対象にした比較研究においても、統制

感の発達におよぼす文化的・社会的背景の影響が

明らかにされている。日本における沖縄県の場合

も、地理的条件や歴史的背景の違いから本土とは

統制感が異なることが予想される｡東京都（唐澤

ら､1995；真島,1991）と沖縄県（島袋・井上・嘉

数ら、1995）の結果を比較してみると、沖縄県の

児童の特徴として、学業達成のためには外的手段

（運、教師）を内的手段（努力、能力）よりも重

要視する傾向がみられた。著者らは、日本本土と

沖縄県との関係と|日東西ドイツの関係に、ある種

の類似性があるのではないかと予想している。

・統制感と対処行動

Lopez＆Little（1996）は、児童の対処行動が

統制感と不安の間を媒介するという仮説をたて

た。結果は、仮説は部分的にしか支持されなかっ

たが、自己保有感は、向社会的対処を増加させ、

反社会的対処を減少させ、不安を減少させること

が示された。彼らは、５つの対処行動を測定でき

所より適切であるという。最後に彼女は、個人と

文化は双方向の関係であると主張している。

5．沖縄県における心理ストレスと対処行動

の研究にむけて

ここまでの節では、主に欧米の論文を中心とし

て、文化とストレスに関する研究を紹介してきた

が、国内におけるこの領域の研究は少ない。日本

人の外国での仕事や留学での適応といった研究

（竹中,1993）はいくつかあるが、日本内での地

域比較研究はほとんどない。

その中で、前述の嘉数ら（1997）の沖縄県を対

象としたストレスフル・ライフイベントの地域比

較研究の先駆的意義は大きい。

地理的条件や歴史的背景の異なる沖縄県におい

ては、子どものストレス要因やストレスを軽減す

る社会的な支援要因が他県とは異なるであろうと

予測きれる。特に沖縄県における離婚率、母親の

就労率、失業率などの高さは、子どものストレス

源として大きな影響を与えていると思われる。ま

たその一方で、家族や、家庭外での親族や伝統的

地域共同体からの支援（サポート）は豊かに得ら

れていると予想される。

今後の沖縄県でのストレス研究の方向性とし

て、環境要因と、個人内要因の２側面から考えて

いくことが可能であろう。環境要因としては、先

に述べたように、ライフイベントやソーシャルサ

ポートが挙げられるだろう。

個人内要因として、対処行動、統制感および原

因帰属における個人差がが重要だろう。対処行動

については、Aldwinの分類の③で述べたように、

文化差が顕著であると予想される。統制感や原因

帰属の重要性に関しては次のような文献から指摘

できる。

・ライフイベントと統制の位置

Hobfoll（1988）は、個人的属性とストレス耐

性の関連を展望する中で、統制の所在（Locusof

Control；以下LOCと略する）とストレス耐性に関

する関係の研究を紹介している。Jonson＆Sara‐

Son（1978）は、ストレスフルなライフイベント

とLOCと不安の関連を大学生を対象として検討し

た。その結果、外的帰属をする者（以下Ｅと略す）
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ろ文化差に敏感な尺度（BISC：Behaviorallnyen、

toryofStrategicControl）を開発し、国際比較研

究を続行中である。

・今後の個人内要因の方向性

上述のように文献検索の結果、特に児童におけ

るストレスへの対処行動に関する研究は国内では

ほとんど行われていないが、外国では既に多数の

研究が行われており、特に文化の違いによって適

応的な対処行動の種類が異なること、他で有効な

対処行動であっても伝統的価値にそぐわない対処

行動は、むしろ対人関係でのストレスや身体症状

をもたらすことが多いことが報告されている。ま

た、対処行動の背後にはLopez＆Little（1996）

が仮説しているように統制感が機能していると思

われる。今後､沖縄県におけるストレス研究には、

環境要因のみならず、対処行動と個人内要因とし

ての統制感との関連を検討していく必要があるだ

ろう。

andcopinginstressfulepisodes・ノmcmczl.Ａｂ"〃．

）ooqlPqycﾉtoﾙ醜91,439-447．

Cross,ＳＥ、１９９５SeIf-construals,Coping,andstress

incross-culturaladaptation・ノｂｕｍｔａｌＣ１℃s験

Ch4JmmJpqycholQ砂26,673-697．

David,ＦＬ．＆Todd，DL1996Children，sAction-

ControlBeliefsandemotionalReguIationmthe

SocialDomain，此Dej0Pme郡hzlPSychoJo鍬32,2,

299-312．

Diaz-Guerrero,R1979Thedevelopmentofcoping

style、Bic伽α〃DewJql舵加tb22I320-331、

Elias,Ｍ､Ｊ１９８９Ｓｃｈｏｏｌｓａｓａｓｏｕｒｃｅｏｆｓｔｒｅｓｓｔo

children：Ananalysisofcausalandameliora‐

tiveinfluences・ノリ"ｍａｌ,SchoolPSycholQgyl27,393-

407．

Etzion,，.＆Pines,Ａ・l986Sexandculturemburn‐

outandcopingamonghumanserviceprofes‐

sionals：ＡsocialpsychoIogicalperspective・

ノＯ脚ｍａｌＬＱＵｓＦＣｏＣｌ伽ｍｌＰｑｙｃｈｏｂｇｊｌ,17,191-209．

Fontame,G1986Rolesofsocialsupportsystems

inoverseasrelocation：Implicationsforinter・

culturaltraining．〃tenmtioDtqノノb皿ｍａｌｑ／血陀γ

cwl“、ﾉﾙﾉcUtjms,10,361-378．

Oettingen,Ｇ，Little,Ｔ､、，LindenBerger,Ｕ、＆Ｐａｕｌ

ＢＢ.’l994Causality,Agency,andControlBeliefs

inEastVersusWestBerlinChildren：ANatu‐

ralExperimentontheRoleofContext・"ｍｍＬ

Ｐｂ海伽ａＩ物α”SocmlPSycMogyb66,579-595．

Heider,F、１９５８TJzelsychO肋ｇｙｑ/jmE↑iP2掩伽CUI”Jα‐

ｔｊ伽ｓｈＮｅｗＹｏｒｋ：WiIey

HobfOlLSH1988T'oeeco町gyq/s舵ｓｓｂＮｅｗＹｏｒｋ；

HemispherePublishig,Co

HolmesD.＆Ｒａhe,R､１９６７TheSocialReadjustment

RatingScale、ノDolmcBl.PSych0soo?ML脚CRC…"ｈ,11,

213-218．

ＨｗａｎｇｏＫＫ・l979CopingwithresidentiaIcrowing

inaChineseurbansociety：Theinterplayof

high-densitydwellingandinterpersonalvalues、

ActuPsychOlogjcaJnzitDa1oｊｃａ21,117-133

Johnson,J,Ｈ＆Sarason,LGl978Lifestress，。e・

pression,andanxiety、ノリ秘ｍａｌ.PSyc〃0somaticRe‐

ＳＦα獅&22,205-208．

嘉数朝子・井上厚・中澤潤・富山りえ・島袋'恒男

謝辞

本稿の執筆にあたり、武庫川女子大学大学院の

祐宗省三教授ならびに千葉大学教育学部の中澤潤

助教授の貴重なコメントを頂きました。記して感

謝いたします。

引用文献

Aldwin,ＣＭ，1994s舵sqCbpjOzgq"mDewlqPno”ｔＢ

ＮｅｗＹｏｒｋ：TheGuilfordPress

Allen,J1986Achievingprimarypreventionprog‐

ramobjectsthroughculturechangeSystems・

ノI硫加qryPP⑫ｗ""OCC17,91-107．

Arsenian,J，Arsenian,ＪＭ、１９４８Toughandeasy

cultures:AconceptualanalysispSyc腕α”11,

377-385.

CaplovitzD・l979Makingendsmeet：Ｒｂ⑭九ｍjlies

cOPezulithjlVJatjo0zα"ｄ池cessjmz・BeverIyHill‐

SPA:Sage

Costantino?Ｇ､,MaIgady,ＲＧ.＆RoglerpLH1988FoIk

heromodelingtherapyforPuertoRicanadoles

cents．"4ｍαＩ.Ａdo彫SCC邦Ce,11,155-165．

CoyneJ.,Aldwin0C＆Lazarus,ＲＳ､１９８１Depression

－１９１－



琉球大学教育学部紀要第52集

１９９７児童のストレスフル・ライフイベント尺

度の地域比較研究一沖縄県と千葉県の場合一

琉球大学教育学部附属実践センター紀要,5,

73-80．

Kashima,Ｙ､＆Triandis,HC1986Theself-serving

biasinattributionsasacopingstrategy：Ａｃｒｏ‐

ss-culturalstudy．"ＣｍａｌＣｍｓ←cｗｌｔＷｍｌＰＳｙｃｈ０ｌ－

０部17,83-97．

唐澤真弓・Todd0DL.・宮下孝広・真島真理・東

洋１９９５学習意欲と原因帰属に関する国際比

較研究(2)発達研究,11,79-86．

Kiefer,Ｃ、１９７４Ｃハロ"gi"ｇｍｌ伽形Ｓｃﾉ、"9ｍｇノitﾉCs・

SanFrancisco：JOssey-Bass・

北村俊則１９９５疫学調査における心理社会学的

ストレス研究ストレス科学,10,67-69．

Lazarus,ＲＳ＆Folkman,S，１９８４s舵ssiAnPmjsal，

α"dcOPi9cgNewYork：Springer・

Lefcourt,Ｈ､Ｍ､，Miller,Ｒ､S､，Ware,Ｅ､Ｅ，＆Sherk,Ｄ

ｌ９８１Ｌｏｃｕｓｏｆｃｏｔｒｏｌａｓａｍｏｄｉｆｉｅｒｏfthere

Iationshipbetweenstressorsandmoods、ノｍｌｒ．

〃αＩ.Pbだ”αｌｊ〃α)ｔｄＳ“mJPsych0〃鋤41,357-369．

Liang,B､&Bogat,G､A・l994Culture,controLandcop-

ing：Newperspectivesonsocialsupport・Ａｍｅ

ｒｉｃａｎノDwnoaICmml郷ozityPqycﾊ0109)122,123-147．

真島真理１９９１学校文化と子どもの動機づけに

関する発達研究発達研究,7,73-103．

Miller,ＴＷ､１９９５Stressadaptationinchildren：Ｔ‐

heoreticalmodels・ノm4malLCm蛇),2ppm”PSyc"

ｊｌＤｅｍ〃25,5-14．

宗像恒次１９９５ストレス解消学小学館

Negy,Cl995CopingandCulture：AReseachnote

onDiaz-Guerrero，sTheory、PSycA0lQgmzlRe・

P07tq76,680-682．

offer、.,OstrovⅢE､＆Howard,K､1981The“oles-

ce"tfApSychoZDgjcalseゲPC↑Ｔｍ肱ＮｅｗＹｏｒｋ：

BasicBookS

PeacockEJ.＆Wong,P.Ｔ､P,l996Anticipatorystr‐

ｅｓｓ：Therelationoflocusofcontrolpptimism，

andcontrolappraisalstocoping・ノリlmtal・Re・

ｓｅａ元ﾉtj》8Ｐｂだ､wMjbI30,204-222.

RadfOed,ＭＨ.，Man､,Ｌ､，YasuyukimO．＆Yoshibu・

ｍｉ,Nl993DifferencesbetweenAustralianand

Japanesestudentsindicisionalself-esteem，de

cisionalstress,andcopingstyles．〃mtalLQioss-

C秘』〃ｍｌＰＳｊにhologDI24,284-297．

Reynolds,，.Ｋ、l976Mb9ituPSych0仇e、力)LBerkeley

：UniversityofCaliforniaPress、

Rotter，ＪＢ・l966Generalizedexpectanciesforｉｎ‐

ternalversusexternalcontrolofreinfOrcement・

PSycholDgimJMmogm〃sb80WholeNo609・

Shek,、Ｔ､Ｌ､＆Cheung,Ｃ､Ｋ・ｌ９９０ＬｏｃｕｓＯｆＣｏｐｉｎｇ

ｉｎａｓａｍｐleofChineseWorkingParents：Ｒｅ・

ｌｉａｎｃｅｏｎｓｅｌｆｏｒｓｅｅｋｉｎｇＨｅｌｐｆｒｏｍｏthersSb・

cjaJB2liczujoOPcImPｾ応oooqli奴18,327-346．

島袋恒男・井上厚・嘉数朝子・前原武子１９９５

沖縄の児童の進路発達と学習の原因帰属に関す

る研究琉球大学教育学部紀要,46,lO1-ll4

SIavin,ＬＡ.，Rainer,ＫＬ.，McCreary,Ｍ､L、＆Gowda，

KK1991Towardamulticulturalmodelofthe

stressprocess・ノD24mclLCbHoosel”ｇ”ｄＤｅ"GI妙

ｍｅ"Ib70,156-l6a

Sorensen,Ｅ・S1994Dailystressorsandcopingre・

sponses：Acomparisonofruralandsuburban

children．〃ｂＪｊｃＨｍﾉﾉﾊⅣ〃γsj〃＆1,24-31．

竹中晃二１９９３米国における海外赴任者のスト

レスに関する研究健康心理学研究,6,12-17．

TsengW-S1985Culturalaspectsoffamilyasse・

ssment、Internationalノｍｍｔａｌｑ／ＲｚｍｉｌｙＰＳｙｃ・

ハjatrx6,19-31．

Vazquez,ＬＡ.＆Garcia-VazquezoE､１９９５Variables

ofsuccessandstresswithMexicanAmerican

students､ＣＭ…ＳＭｊｅ加t"、Cal,29,221-226．

Walton,S・J1990StressmanagementtrainingfOr

overseaseffectiveness．〃tFmati”αノルｌｍｑｌｑ／

mte施叫tMねｌＲｅｌｑｔｊｏ〃sbl4,507-527．

West,Ｍ､Ａ､，Nicholson,Ｎ、＆Rees,Ａ、l987Transi・

tionsintonewIycreatedjobs・ノmmtﾛﾉOcc24P[B‐

ｔｉｏｏｍｌＰＳ〕molog)160,97-113．

Zborowski,Ｍ、１９５２Culturalcomponentsinre

sponsestopain・ノmmoaLSbcmlISs郷esb8,16-30.

－１９２－


